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測定結果が 2 値である量子測定は，POVM M = {M1,M2}
を用いて表される．各Mk は決定作用素と呼ばれ，以下の条件
を満たす．
M1 +M2 = I, Mk ≥ 0, (k = 1, 2) (1)
ただし，I は恒等作用素である．ここで，2元の純粋量子状態信















である．このような Wk を用いた BWSRM は特に，Belavkin
power-weighted square-root measurement と呼ばれる．
3 各測定での誤り率
量子最適測定を用いた際に達成される最小の誤り率 P optfail は以
下のようになる [1] ．







− p1p2 |〈ψ1|ψ2〉|2 (3)
また，BWSRMを用いた場合の 2元信号に対する誤り率は，
Pweightedfail ({pk}) =
(p1W2 + p2W1) cos
2 θ


































































て，比の値が 2 以下，つまり最適測定に比べ，誤り率が 2 倍以
下となる点に着目する．破線と各 p′1 の実線との交点に着目する
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